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【目 的】

●尿糖検査は，糖尿病のスクリーニング検査として検診などに汎用

されており、一般用検査薬の尿糖検査用試験紙は，第２類医薬品

に分類され，一般者が薬局等で購入することが可能である．

●そこで，薬局薬剤師により一般消費者へ尿糖検査の意義とともに

尿糖試験紙を提供することが、医療機関を未受診の糖尿病患者

や糖尿病予備軍の発見，受診に寄与できるかどうかを検証した。



【方 法】
●実施期間 北海道地区 2012年5月～7月

東北、関東地区 2013年4月～6月

●北海道、関東、東北地区のツルハドラッグ 125店舗にて実施

●40歳以上と思われる男女をランダムに選択し
尿糖試験の説明を行い，アンケートを回収

●測定は，夕食後の尿にて実施． 合計で３回測定
測定記録および気持ちについてアンケート調査を実施

⇒尿糖陽性の方のみ，再度アンケートを実施．その後の行動追跡）

●回収率
第1回アンケート 94% （1000名に対し、937名回収）
第2回アンケート 77% （尿糖陽性165名に対し、127名回収）

●本研究は，厚生労働省の「臨床研究に関する倫理指針」に基いて
実施し，アンケートは連結不可能匿名化して行った



尿糖検査の方法

１．夕食後の尿で検査してください。

３日間（３回）検査を行って、結果を裏のアンケートに記入してください。

（連続３日間でなくてもかまいません）

２．食前に完全に排尿してください。（膀胱を空にするためです）

３．食後１～２時間の最初の排尿で検査してください。

（食後とは食べ始めてからの時間です）

約１秒間尿をかける
コップにとっても良いです

３０秒後、色の変化を
容器の色調表で確認

使用後はそのまま
トイレに捨てます



尿糖検査紙とアンケート

Ａ４表裏のアンケート用紙 尿糖専用の一般用検査薬
（第２類医薬品）



被験者に行った説明

●食後に尿糖検査をすることにより，血糖値の

上がりやすい食事と上がりにくい食事がわかる．

●血糖値が１７０～１８０ｍｇ/ｄｌ 以上になると

尿糖が出現する．

↓

食後高血糖の状態が，尿糖検査によって間接的に

簡単に確認できる．



【結 果】

①研究参加者の概要(937名）



【結 果】

①研究参加者の概要-男女別、年代別



尿糖検査結果

※受診率は被験者のアンケートより

陽性者の受診率

１２．１％（20/165人）



尿糖陽性者の受診以外の行動

陽性者165名中、127名のアンケート解析結果より

※ 複数回答可のため、合計すると100％超



【考 察】

■一般用尿検査薬は、薬局・薬店などで簡便に入手

出来、かつ、侵襲を伴わない検査として、

薬局薬剤師が推奨しやすい検査薬である。

■薬局薬剤師が尿糖検査の有用性を説明し、尿糖検査

を推奨することは、糖尿病の早期発見・早期受診に

寄与出来る可能性があると考えられる。


